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○ フルシチ ョフ

第20回党大会でスターリ

ン批判を展開し,「雪どけ」

の気運を盛り上げたが

1962年 にキューバ危機を

引き起こした。東欧諸国

の反ソ暴動 中ソ対立を

招き,社会主義国FoOに 亀

裂を生んだ。

○ ブレジネフ

西側諸国との緊張緩和

(デタント)を進めたが,

東欧諸国に対しては,制

限主権論(ブ レジネフ =

ドクトリン)を唱え.チ ェ

コ事件での軍事介入など

強硬な姿勢をとつた。謙

た,経済の停滞を招いた。

Oゴルバチ ョフ

国内ではペレストロイカ

(改 革)グラスノスチ

(1青 報公開),外交でよ

「新思考外交」を展開し、

冷戦を終結させた。

○エ リツィン 1991年

保守派のクーデタで指導力

を発揮。大統領となってか

らは,強引な政治手法が批

判された。経済の安定化 ,

民族紛争などに取り組んだ。

○中ソ国境紛争 中ソ対立は,自立更正による独自の社

会主義国家を建設しようとする中国と,アメリカとの平和共

存政策により世界を2分支配しようとするソ連との対立であ

った。これはまた,中国国内の実務派(走資派)に対する毛沢

東の牽制でt_あ つた。

①アフガニスタン侵攻 1979年 親ソ的なカルマル政権

の要請を理由に軍事介入。西側諸国はモスクワオリンピック

(1980)をボイコット.イ スラム民族主義の反政府グリラの抵

抗も激しく,ゴルバチョフはソ連軍を撤退させた(～ 89)。

９２２
ス
タ
‐
リ
ン

1946  第4次五か年計画(戦後復興)(～ 50)

19479 コミンフォルム結成

19491 コメコン(経済相互援助会議)設立 9
19502 中ソ友好同盟相互援助条約

1952  第5次五か年計画(～ 56)

19533 スターリン死去

1945   東欧諸国の人民民主主義国(衛星国)化

(～ 48)

1948 2 チェコスロヴアキアニクーデタ(共産化)

6 ベルリン封鎖(～ 495)

コミンフォルム,ユーゴを除名

194910 ドイツ民主共和国(東 ドイツ)成立
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1953  集団指導制(マ レン∃フ首相)(～55) 8水爆保有宣言 119536 東ベルリン暴動

196210 キューバ危機 回避                1   9 非同盟諸国首脳会議(ベオグラード)

19631 中ソ論争本格化  8 部分的核実験停止条約    1  11 ソ連 アルバニア 国交断絶

196410 フルシチョフ解任                 1962  ルーマニア、対ソ批判
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成功 10人 工衛星打ち上げ成功

 19Ы IT ttζlぎλ 量は 、現
gペ

スト

‐９６４
ブ
レ
ジ
ネ
フ

19652 ヴェトナム戦争開始

1968  ブレジネフ=ドクトリン

19693 中ソ国境紛争

19742 ソルジェニーツィン(反体制派作家)国 外追放

197710 ソ連の新憲法成立

197912 ソ連軍,アフガニスタン侵攻

19681 チェコ自由化(「プラハの春」)

8 チェコ事件(5か国軍の占領)

197212 東西ドイツ基本条約

19739 東西ドイツ国連加盟

19807 ポーランド.ス トライキ(～ 8)

9 ボーランド,自主管理労組「連帯」発足

198211 アンドロポフ,書記長就任

19842 チェルネンコ.書記長就任

198312 ポーランドのワレサ氏がノーベル

平和賞受賞
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1985  コルバチョフ.書記長就任

19864 チェルノブイリ原発事故

6 ゴルバチョフ,ペ レストロイカ(改革)路線打ち出す

(新思考外交.グラスノスチロ青報公開]など)

12 サ八ロフ(反体制派物理学者)軟禁から解放

19885 ソ連軍.アフガニスタン撤退開始

198912 マルタ会談(「冷戦終結」宣言)

19903 ゴルバチョフ,大統領就任 バルト3国独立宣言(～ 5)

19916 コメヨン解消  7 ワルシャワ条約機構解体

8 反ゴルバチョフエクーデタ失敗  8 共産党解散

12 ソ連消滅,独立国家共同体(CS)成立 OP21347三

19883 ブレジネフ=ドクトリンの放棄

(新ベオグラード宣言)

1989  東欧革命

11「ベルリンの壁」開放

199010 東西ドイツの統一 東ドイツの消滅

1991 5 ユーゴスラウィア内戦(～ 95)

ロシア連邦(エ リツィン大統領1991～99)(プーチン大統領2000～ ) 19931 チェコとスロヴアキア分離独立

(ダマンスキー島)での
武力衝突(1969年 )

0旧ソ連邦諸国の特色
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国 名 スラヴ系 3国
国 名 バル ト3国
国 名 コーカサス 3国
国 名 中央アジア 5国
国 名 CISカ ロ盟国
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アルメニア正教
ウクライナ正教
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1667万人(1990年 )

ドイツ人(ゲ) 99%
プロテスタント 81%

人国3859万人(1995年 )

] ポーランド人(ス)99%
∃ カトリック   95%

回
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1562万人(1992年 )

チェック人(ス)64%
スロヴァク人(ス)31%
カトリック  77%

1023万人(1995年 )

マジャール人(ア)98%
カトリック  64%

□
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2268万人(1995年 )

ルーマニア人(ラ )88%
マジャール人(ア) 8%
ルーマニア正教  80%

□
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840万人(1995年 )

ブルガリア人(ス )

トルコ人(ア )

ブルガリア正教

86%

90/●

85%

□
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2130万人(1991年 )

セルビア人(ス)36%
クロアティア人(ス)20%
セルビア正教など

□

団

　

□

コ 365万人(1995年 )

民園アルバニア人  950/c

∃ イスラム教 アルバニア

正教,カ トリック
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連合国軍による占領

ベルリン封鎖

ドイツ民主共和国成立

東ベルリン暴動

西ベルリンヘの労働

力流出防止のために

「ベルリンの壁」構築

ホネカー政権(～ 89)

東西ドイツ基本条約
「ベルリンの壁」開放

ドイツ連邦共和国に編入

ロシアなどから独立

独ソによる分害J

ソ連軍による解放

人民共和国成立

ポズナニで反ソ暴動

」
.ム

ウカの改革(～ 70)

食糧暴動

自主管理労組「連帯」

非共産政権発足

ワレサ大統領(～ 95)

ECに準加盟

オーストリア=ハンガリ
ー(二重)帝国より独立

ナチスの侵攻

連合国軍による解放

クーデタで共産化
「プラ八の春」

八ベルらの「憲章77J

非共産党政権発足

ECに準加盟

チェコとスロヴァキ

アに分離

1918 オーストリアより独立

1941 枢軸国として参戦

1945 ソ連軍による解放

1949 人民共和国成立

1956 ブダペストで暴動

(ハ ンガリー反ソ暴動),

ナジ=イ ムレ首相失脚,

カダル政権(～ 89)経済

改革を試みる

1989 自由化と民主化進展

1991 ECに準加盟

トルコより独立

枢軸国として参戦

ソ連軍による解放

人民共和国成立

チャウシェスク書記長

のち大統領(～ 89)

対ソ自主外交路線

(西独と国交回復)

ルーマニア革命でチ

ャウシェスク処刑

共産党一党独裁崩壊
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トル∃の自治国となる

ブルガリア独立

同盟国側で参戦

枢軸国として参戦

ソ連軍による解放

人民共和国成立

ジフコフ第一書記

(～ 89),バルカン唯

一の親ソ路線

共産党―党独裁放棄

ECに準加盟
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1878 トルヨよリセルビア

モンテネグロ独立

1918 セルビア人 クロアティア

人 スロヴェニア人王国成立

1929 ユーゴスラヴィアに改称

1945 ティトー,ナチス撃退

連邦人民共和国成立

1948 コミンフォルム除名

1980 ティトー死去,

集団指導制

1991 連邦解体,内戦

1912 トルコから独立

1944 ホッジャを中心にイ

タリア勢力追放

1946 人民共和国成立,

ホッジャ首相 書言E

長(～ 85)

1962 コメコン脱退

1978 中国と断交,

鎖国体制で経済悪化

1990 信仰の自由復活

1992 非共産党政権発足

口 東欧自立化のプロセス
ソ連軍によるナチスからの解放

一 東欧諸国の共産化(1945～48)

スターリンの死(1953)

フルシチョフのスターリン批半」(1956)

〔ハンガリー〕

↑
一 名遍1令[rヽこ

ブレジネフ=ドクトリンに対する東欧
諸国の反発と経済停滞(1970年代)

」ルソヾチョフのベレストロイカ 1986～ 911

Oゴム ウカ ポー

ランド統一労働者党第

一書記(任 1956～ 711)。

1956年 6月 のポズナニ

反ソ暴動を機に自由化

路線を採用したが,経

済政策に失敗して辞任。

ゴルバチョフが断行した「ペレストロイカ

(改革)」 は,硬直したソ連社会に市場経済や言

論・信教の自由・民主主義をもたらした。

この改革は,チ ェルノブイリ原発事故を機

に始まったグラスノスチ(情報公開)と ともに

西側諸国の信頼を高め,冷戦終結の要因とな

った。しかし,改革による国家管理機能の低

下は物不足を助長,経済の混乱はエリツィン

政権になった現在も好転していない。

○ ソ

J

①チェコ事イ牛 1968年 ドプチェク第一書記の「人PB5の

顔をした社会主義」を掲げた自由化(「 プラ八の春」)は ,

「・
._ソ連などワルシャワ条約機構軍の介入により阻止された。

① テ ィ トー ユー

ゴ初代大統領(任 1953

～80)。 第二次世界大

戦中パルチザン闘争を

指導,戦後は非同盟

中立政策による独自の

社会主義を堅持した。
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1991年 1月 にオープン。

①ワレサ ポーラ

ンドの自主管理労組
「連帯」初代議長。

1990年大統領に当選

した(～ 95)。

Oベルリンの壁を壊す市民 (1989年 11月 )

1989年東ドイツ政府は西側諸国への出国 移

動の自由化を発表。東ドイツは1990年には西

ドイツに編入され消滅。loP劉 7写 |

―→自由化 非共産化

「ペレストロイカ」がもたらしたもの

●ソ連時代の経済
300

①ハンガリー反ソ暴動 1956年 10月 スターリン主

義政策に反発した民衆が,ナジ=イムレの復権を求めて

蜂起。ソ連軍はこれを鎮圧,ナジは処刑された。
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割合はグラフ中の前年に対する伸び率
(1917年 は1913年 と比較した割合 )

ゴルバ
チョフ
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4045505560657075808588(年 )

(『近代国際経済要覧J東京大学出版会など)
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